
昭
和
五
十
三
年
総
理
府
令
第
五
十
七
号

核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五

十
九
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
（
第
六
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
六
十
四

条
第
一
項
並
び
に
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令

第
三
百
二
十
四
号
）
第
十
七
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
核
燃
料
物
質
等
の
工
場

又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

一
　
車
両
運
搬
　
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
鉄
道
、
軌
道
、
索
道
、
無
軌
条
電
車
、
自
動
車
又
は
軽
車
両

に
よ
る
運
搬
を
い
う
。

二
　
簡
易
運
搬
　
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
車
両
運
搬
以
外
の
運
搬
（
船
舶
又
は
航
空
機
に
よ
る
も
の
を

除
く
。
）
を
い
う
。

三
　
核
燃
料
輸
送
物
　
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
（
以
下
「
核
燃
料
物
質
等
」
と

い
う
。
）
が
容
器
に
収
納
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。

四
　
コ
ン
テ
ナ
　
運
搬
途
中
に
お
い
て
運
搬
す
る
物
自
体
の
積
替
え
を
要
せ
ず
に
運
搬
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
運

搬
器
具
で
あ
つ
て
、
反
復
使
用
に
耐
え
る
構
造
及
び
強
度
を
有
し
、
か
つ
、
機
械
に
よ
る
積
込
み
及
び
取
卸
し

の
た
め
の
装
置
又
は
車
両
に
固
定
す
る
た
め
の
装
置
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。

五
　
タ
ン
ク
　
気
体
、
液
体
又
は
固
体
を
収
納
す
る
容
器
を
い
う
。

六
　
金
属
製
中
型
容
器
　
金
属
製
の
容
器
で
あ
つ
て
、
運
搬
中
に
生
じ
る
応
力
に
耐
え
る
構
造
及
び
強
度
を
有

し
、
か
つ
、
内
容
積
が
三
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
の
う
ち
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
適
合
す

る
も
の
を
い
う
。

七
　
専
用
積
載
　
鉄
道
、
軌
道
若
し
く
は
無
軌
条
電
車
の
車
両
、
索
道
の
搬
器
、
自
動
車
、
軽
車
両
又
は
コ
ン
テ

ナ
（
内
容
積
が
三
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。
）
が
一
の
荷
送
人
に
よ
つ
て
専
用
さ
れ
、
か
つ
、

運
搬
す
る
物
の
積
込
み
及
び
取
卸
し
等
の
取
扱
い
が
荷
送
人
又
は
荷
受
人
の
指
示
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
積
載
の

方
法
を
い
う
。

八
　
放
射
線
業
務
従
事
者
　
核
原
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
の
製
錬
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
総

理
府
・
通
商
産
業
省
令
第
一
号
）
第
一
条
第
四
号
、
核
燃
料
物
質
の
加
工
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十

一
年
総
理
府
令
第
三
十
七
号
）
第
一
条
第
二
項
第
五
号
、
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
の
設
置
、
運
転

等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
総
理
府
令
第
八
十
三
号
）
第
一
条
の
二
第
二
項
第
七
号
、
実
用
発
電
用
原

子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項
第
七

号
、
船
舶
に
設
置
す
る
原
子
炉
（
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則

（
昭
和
五
十
三
年
運
輸
省
令
第
七
十
号
）
第
二
条
第
二
項
第
七
号
、
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、

運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
総
理
府
令
第
百
二
十
二
号
）
第
二
条
第
二
項
第
七
号
、
使
用
済
燃
料
の

貯
蔵
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
十
二
号
）
第
一
条
第
二
項
第
四
号
、
使
用
済

燃
料
の
再
処
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
総
理
府
令
第
十
号
）
第
一
条
第
二
項
第
五
号
、
核
燃

料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二

十
年
経
済
産
業
省
令
第
二
十
三
号
）
第
二
条
第
二
項
第
六
号
、
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染

さ
れ
た
物
の
第
二
種
廃
棄
物
埋
設
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
総
理
府
令
第
一
号
）
第
一
条
の
二

第
二
項
第
十
一
号
、
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
廃
棄
物
管
理
の
事
業
に
関
す

る
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
総
理
府
令
第
四
十
七
号
）
第
一
条
第
二
項
第
五
号
又
は
核
燃
料
物
質
の
使
用
等
に
関

す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
総
理
府
令
第
八
十
四
号
）
第
一
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
放
射
線
業
務
従
事

者
を
い
う
。

九
　
放
射
線
　
原
子
力
基
本
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
三
条
第
五
号
に
規
定
す
る
放
射
線
又
は

一
メ
ガ
電
子
ボ
ル
ト
未
満
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
す
る
電
子
線
若
し
く
は
エ
ッ
ク
ス
線
で
あ
つ
て
、
自
然
放
射
線

以
外
の
も
の
を
い
う
。

（
車
両
運
搬
に
よ
り
運
搬
す
る
物
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
二
条
　
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
九

条
第
一
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
（
車
両
運
搬
に
よ
り
運
搬
す
る
物
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
は
、
次
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
核
燃
料
輸
送
物
と
し
て
の
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
）

第
三
条
　
核
燃
料
物
質
等
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
核
燃
料
物
質
等
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
種
類
の
核
燃
料
輸
送
物
と
し
て
運
搬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
危
険
性
が
極
め
て
少
な
い
核
燃
料
物
質
等
と
し
て
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
も
の
　
Ｌ
型
輸
送
物

二
　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
量
を
超
え
な
い
量
の
放
射
能
を
有
す
る
核
燃
料
物
質
等
（
前
号
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く
。
）
　
Ａ
型
輸
送
物

三
　
前
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
量
を
超
え
る
量
の
放
射
能
を
有
す
る
核
燃
料
物
質
等
（
第
一
号
に
掲

げ
る
も
の
を
除
く
。
）
　
Ｂ
Ｍ
型
輸
送
物
又
は
Ｂ
Ｕ
型
輸
送
物

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
放
射
能
濃
度
が
低
い
核
燃
料
物
質
等
で
あ
つ
て
危
険
性
が
少
な
い
も
の
と
し
て

原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
も
の
（
以
下
「
低
比
放
射
性
物
質
」
と
い
う
。
）
及
び
核
燃
料
物
質
等
に
よ
つ
て

表
面
が
汚
染
さ
れ
た
物
で
あ
つ
て
危
険
性
が
少
な
い
も
の
と
し
て
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
も
の
（
以
下

「
表
面
汚
染
物
」
と
い
う
。
）
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
区
分
に
応
じ
、
Ｉ
Ｐ―

１
型
輸
送
物
、
Ｉ
Ｐ―

２
型
輸
送
物
又
は
Ｉ
Ｐ―

３
型
輸
送
物
と
し
て
運
搬
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
二
項
に
掲
げ
る
Ｌ
型
輸
送
物
、
Ａ
型
輸
送
物
、
Ｂ
Ｍ
型
輸
送
物
、
Ｂ
Ｕ
型
輸
送
物
、
Ｉ
Ｐ―

１
型
輸
送
物
、

Ｉ
Ｐ―

２
型
輸
送
物
及
び
Ｉ
Ｐ―

３
型
輸
送
物
は
、
当
該
核
燃
料
輸
送
物
の
経
年
変
化
を
考
慮
し
た
上
で
、
そ
れ

ぞ
れ
次
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
Ｌ
型
輸
送
物
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
四
条
　
Ｌ
型
輸
送
物
に
係
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
容
易
に
、
か
つ
、
安
全
に
取
扱
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

二
　
運
搬
中
に
予
想
さ
れ
る
温
度
及
び
内
圧
の
変
化
、
振
動
等
に
よ
り
、
亀
裂
、
破
損
等
の
生
じ
る
お
そ
れ
が
な

い
こ
と
。

三
　
表
面
に
不
要
な
突
起
物
が
な
く
、
か
つ
、
表
面
の
汚
染
の
除
去
が
容
易
で
あ
る
こ
と
。

四
　
材
料
相
互
の
間
及
び
材
料
と
収
納
さ
れ
る
核
燃
料
物
質
等
と
の
間
で
危
険
な
物
理
的
作
用
又
は
化
学
反
応
の

生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

五
　
弁
が
誤
つ
て
操
作
さ
れ
な
い
よ
う
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

六
　
開
封
さ
れ
た
と
き
に
見
や
す
い
位
置
（
当
該
位
置
に
表
示
を
有
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
核
燃
料

輸
送
物
の
表
面
）
に
「
放
射
性
」
又
は
「
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
の
表
示
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
た
だ

し
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

七
　
表
面
に
お
け
る
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量
当
量
率
の
最
大
値
（
以
下
「
最
大
線
量
当
量
率
」
と
い

う
。
）
が
五
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
を
超
え
な
い
こ
と
。

八
　
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
が
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
密
度
（
以
下
「
表
面
密
度
限
度
」
と
い
う
。
）

を
超
え
な
い
こ
と
。

九
　
核
分
裂
性
物
質
（
ウ
ラ
ン
二
三
三
、
ウ
ラ
ン
二
三
五
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
二
三
九
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
二
四
一
及

び
こ
れ
ら
の
化
合
物
並
び
に
こ
れ
ら
の
一
又
は
二
以
上
を
含
む
核
燃
料
物
質
（
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る

も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
収
納
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
外
接
す
る
直
方
体
の
各
辺
が
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

十
　
核
燃
料
物
質
等
の
使
用
等
に
必
要
な
書
類
そ
の
他
の
物
品
（
核
燃
料
輸
送
物
の
安
全
性
を
損
な
う
お
そ
れ
の

な
い
も
の
に
限
る
。
）
以
外
の
も
の
が
収
納
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

（
Ａ
型
輸
送
物
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
五
条
　
Ａ
型
輸
送
物
に
係
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
前
条
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
八
号
及
び
第
十
号
に
定
め
る
基
準

二
　
外
接
す
る
直
方
体
の
各
辺
が
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

1



三
　
み
だ
り
に
開
封
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
か
つ
、
開
封
さ
れ
た
場
合
に
開
封
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う

に
、
容
易
に
破
れ
な
い
シ
ー
ル
の
貼
付
け
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
構
成
部
品
は
、
摂
氏
零
下
四
十
度
か
ら
摂
氏
七
十
度
ま
で
の
温
度
の
範
囲
に
お
い
て
、
亀
裂
、
破
損
等
の
生

じ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
運
搬
中
に
予
想
さ
れ
る
温
度
の
範
囲
が
特
定
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

五
　
周
囲
の
圧
力
を
六
十
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
と
し
た
場
合
に
、
放
射
性
物
質
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
。

六
　
液
体
状
の
核
燃
料
物
質
等
が
収
納
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
容
器
に
収
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
核
燃
料
物
質
等
の
量
の
二
倍
以
上
の
量
の
核
燃
料
物
質
等
を
吸
収
す
る

こ
と
が
で
き
る
吸
収
材
又
は
二
重
の
密
封
部
分
か
ら
成
る
密
封
装
置
（
容
器
の
構
成
部
品
の
う
ち
、
放
射
性

物
質
の
漏
え
い
を
防
止
す
る
た
め
の
密
封
措
置
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
備
え
る

こ
と
。
た
だ
し
、
法
第
五
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
承
認
を
受
け
た
容
器
（
Ｂ
Ｍ
型
輸
送
物
又
は
Ｂ
Ｕ

型
輸
送
物
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ロ
　
核
燃
料
物
質
等
の
温
度
に
よ
る
変
化
並
び
に
運
搬
時
及
び
注
入
時
の
挙
動
に
対
処
し
得
る
適
切
な
空
間
を

有
し
て
い
る
こ
と
。

七
　
表
面
に
お
け
る
最
大
線
量
当
量
率
が
二
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
を
超
え
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
専
用
積
載
と

し
て
運
搬
す
る
核
燃
料
輸
送
物
で
あ
つ
て
、
核
燃
料
物
質
等
車
両
運
搬
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
運
輸
省
令
第
七

十
二
号
）
第
四
条
第
二
項
並
び
に
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
運
搬
の
技
術
上
の
基
準

に
従
う
も
の
の
う
ち
、
安
全
上
支
障
が
な
い
旨
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
承
認
を
受
け
た
も
の
は
、
表
面
に
お

け
る
最
大
線
量
当
量
率
が
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
を
超
え
な
い
こ
と
。

八
　
表
面
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
に
お
け
る
最
大
線
量
当
量
率
（
コ
ン
テ
ナ
又
は
タ
ン
ク
を
容
器
と
し
て

使
用
す
る
核
燃
料
輸
送
物
で
あ
つ
て
、
専
用
積
載
と
し
な
い
で
運
搬
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
表
面
か
ら
一
メ

ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
に
お
け
る
最
大
線
量
当
量
率
に
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
係
数
を
乗
じ
た
線
量
当
量

率
）
が
百
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
を
超
え
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
核
燃
料
輸
送
物
を
専
用
積
載
と
し
て
運

搬
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
安
全
上
支
障
が
な
い
旨
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

九
　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
Ａ
型
輸
送
物
に
係
る
一
般
の
試
験
条
件
の
下
に
置
く
こ
と
と
し
た
場
合
に
、

次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
放
射
性
物
質
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
。

ロ
　
表
面
に
お
け
る
最
大
線
量
当
量
率
が
著
し
く
増
加
せ
ず
、
か
つ
、
二
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
（
第
七
号
た

だ
し
書
に
該
当
す
る
場
合
は
、
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
）
を
超
え
な
い
こ
と
。

十
　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
液
体
状
又
は
気
体
状
の
核
燃
料
物
質
等
（
気
体
状
の
ト
リ
チ
ウ
ム
及
び
希
ガ

ス
を
除
く
。
）
が
収
納
さ
れ
て
い
る
Ａ
型
輸
送
物
に
係
る
追
加
の
試
験
条
件
の
下
に
置
く
こ
と
と
し
た
場
合
に
、

放
射
性
物
質
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
。

（
Ｂ
Ｍ
型
輸
送
物
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
六
条
　
Ｂ
Ｍ
型
輸
送
物
に
係
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
前
条
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
定
め
る
基
準
。
た
だ
し
、
同
条
第
六
号
イ
に
定
め
る
要
件
は
、
適
用
し
な

い
。

二
　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
Ｂ
Ｍ
型
輸
送
物
に
係
る
一
般
の
試
験
条
件
の
下
に
置
く
こ
と
と
し
た
場
合

に
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
前
条
第
九
号
ロ
の
要
件

ロ
　
放
射
性
物
質
の
一
時
間
当
た
り
の
漏
え
い
量
が
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
量
を
超
え
な
い
こ
と
。

ハ
　
表
面
の
温
度
が
日
陰
に
お
い
て
摂
氏
五
十
度
（
専
用
積
載
と
し
て
運
搬
す
る
核
燃
料
輸
送
物
に
あ
つ
て

は
、
輸
送
中
人
が
容
易
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
表
面
（
そ
の
表
面
に
近
接
防
止
枠
を
設
け
る
核
燃
料
輸
送

物
に
あ
つ
て
は
、
当
該
近
接
防
止
枠
の
表
面
）
に
お
い
て
摂
氏
八
十
五
度
）
を
超
え
な
い
こ
と
。

ニ
　
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
が
表
面
密
度
限
度
を
超
え
な
い
こ
と
。

三
　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
Ｂ
Ｍ
型
輸
送
物
に
係
る
特
別
の
試
験
条
件
の
下
に
置
く
こ
と
と
し
た
場
合

に
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
表
面
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
に
お
け
る
最
大
線
量
当
量
率
が
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
を
超
え
な

い
こ
と
。

ロ
　
放
射
性
物
質
の
一
週
間
当
た
り
の
漏
え
い
量
が
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
量
を
超
え
な
い
こ
と
。

四
　
運
搬
中
に
予
想
さ
れ
る
最
も
低
い
温
度
か
ら
摂
氏
三
十
八
度
ま
で
の
周
囲
の
温
度
の
範
囲
に
お
い
て
、
亀

裂
、
破
損
等
の
生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

五
　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
量
を
超
え
る
量
の
放
射
能
を
有
す
る
核
燃
料
物
質
等
が
収
納
さ
れ
て
い
る
核

燃
料
輸
送
物
に
あ
つ
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
試
験
条
件
の
下
に
置
く
こ
と
と
し
た
場
合
に
、
密

封
装
置
の
破
損
の
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
安
全
上
支
障
が
な
い
と
原
子
力
規
制
委
員
会
が
認
め
る
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

（
Ｂ
Ｕ
型
輸
送
物
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
七
条
　
Ｂ
Ｕ
型
輸
送
物
に
係
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
第
五
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
四
号
本
文
、
第
五
号
、
第
六
号
ロ
、
第
七
号
及
び
第
八
号
並
び
に
前

条
第
五
号
本
文
に
定
め
る
基
準

二
　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
Ｂ
Ｕ
型
輸
送
物
に
係
る
一
般
の
試
験
条
件
の
下
に
置
く
こ
と
と
し
た
場
合

に
、
前
条
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

三
　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
Ｂ
Ｕ
型
輸
送
物
に
係
る
特
別
の
試
験
条
件
の
下
に
置
く
こ
と
と
し
た
場
合

に
、
前
条
第
三
号
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

四
　
摂
氏
零
下
四
十
度
か
ら
摂
氏
三
十
八
度
ま
で
の
周
囲
の
温
度
の
範
囲
に
お
い
て
、
亀
裂
、
破
損
等
の
生
じ
る

お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

五
　
フ
ィ
ル
タ
又
は
機
械
的
冷
却
装
置
を
用
い
な
く
と
も
内
部
の
気
体
の
ろ
過
又
は
核
燃
料
物
質
等
の
冷
却
が
行

わ
れ
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

六
　
最
高
使
用
圧
力
（
運
搬
中
に
予
想
さ
れ
る
周
囲
の
温
度
及
び
日
光
の
直
射
の
条
件
の
下
で
、
排
気
、
冷
却
そ

の
他
の
特
別
な
措
置
を
採
ら
な
い
場
合
に
、
一
年
間
に
核
燃
料
輸
送
物
の
密
封
装
置
内
に
生
じ
る
気
体
の
最
大

圧
力
（
ゲ
ー
ジ
圧
力
を
い
う
。
）
を
い
う
。
）
が
七
百
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
を
超
え
な
い
こ
と
。

（
Ｉ
Ｐ―

１
型
輸
送
物
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
八
条
　
Ｉ
Ｐ―

１
型
輸
送
物
に
係
る
技
術
上
の
基
準
は
、
第
五
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
七
号
及
び
第
八
号
に
定

め
る
基
準
と
す
る
。

（
Ｉ
Ｐ―

２
型
輸
送
物
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
九
条
　
Ｉ
Ｐ―

２
型
輸
送
物
（
次
項
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
前
条
に
定
め
る
基
準

二
　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
Ｉ
Ｐ―

２
型
輸
送
物
に
係
る
一
般
の
試
験
条
件
の
下
に
置
く
こ
と
と
し
た
場

合
に
、
第
五
条
第
九
号
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

２
　
Ｉ
Ｐ―

２
型
輸
送
物
（
核
燃
料
物
質
等
を
収
納
す
る
容
器
が
コ
ン
テ
ナ
（
収
納
す
る
核
燃
料
物
質
等
が
固
体
の

場
合
に
限
る
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
タ
ン
ク
又
は
金
属
製
中
型
容
器
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係

る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
前
条
に
定
め
る
基
準

二
　
前
項
第
二
号
に
定
め
る
基
準
又
は
こ
れ
と
同
等
と
原
子
力
規
制
委
員
会
の
認
め
る
基
準

（
Ｉ
Ｐ―
３
型
輸
送
物
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
十
条
　
Ｉ
Ｐ―

３
型
輸
送
物
（
次
項
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
第
五
条
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
定
め
る
基
準
。
た
だ
し
、
同
条
第
六
号
イ
に
定
め
る
要
件
は
、
適
用
し

な
い
。

二
　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
Ｉ
Ｐ―

３
型
輸
送
物
に
係
る
一
般
の
試
験
条
件
の
下
に
置
く
こ
と
と
し
た
場

合
に
、
第
五
条
第
九
号
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

２
　
Ｉ
Ｐ―

３
型
輸
送
物
（
核
燃
料
物
質
等
を
収
納
す
る
容
器
が
コ
ン
テ
ナ
、
タ
ン
ク
又
は
金
属
製
中
型
容
器
で
あ

る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
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一
　
第
八
条
に
定
め
る
基
準

二
　
第
五
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
定
め
る
基
準
、
第
六
号
ロ
に
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
及
び
前
項

第
二
号
に
定
め
る
基
準
又
は
こ
れ
と
同
等
と
原
子
力
規
制
委
員
会
の
認
め
る
基
準

（
核
分
裂
性
物
質
に
係
る
核
燃
料
輸
送
物
の
技
術
上
の
基
準
）

第
十
一
条
　
核
分
裂
性
物
質
を
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
核
燃
料
輸
送
物
と
し
て
運
搬
す
る
場
合
に
は
、
当
該
核
分
裂

性
物
質
に
係
る
核
燃
料
輸
送
物
（
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
「
核
分
裂
性
輸
送
物
」
と

い
う
。
）
は
、
当
該
核
分
裂
性
輸
送
物
の
経
年
変
化
を
考
慮
し
た
上
で
、
輸
送
中
に
お
い
て
臨
界
に
達
し
な
い
も

の
で
あ
る
ほ
か
、
第
五
条
第
三
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
（
Ｉ
Ｐ―

１
型
輸
送
物
又
は
Ｉ
Ｐ―

２
型
輸

送
物
と
し
て
運
搬
す
る
場
合
に
限
る
。
）
及
び
次
の
各
号
に
掲
げ
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
（
原
子
力

規
制
委
員
会
の
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
核
分
裂
性
輸
送
物
と
し
て
運
搬
す
る
場
合
を
除
く
。
）
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
核
分
裂
性
輸
送
物
に
係
る
一
般
の
試
験
条
件
の
下
に
置
く
こ
と
と
し
た
場
合

に
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
容
器
の
構
造
部
に
一
辺
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
立
方
体
を
包
含
す
る
よ
う
な
く
ぼ
み
が
生
じ
な
い
こ
と
。

ロ
　
外
接
す
る
直
方
体
の
各
辺
が
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
　
次
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
臨
界
に
達
し
な
い
こ
と
。

イ
　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
孤
立
系
の
条
件
の
下
に
置
く
こ
と
と
し
た
場
合

ロ
　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
核
分
裂
性
輸
送
物
に
係
る
一
般
の
試
験
条
件
の
下
に
置
い
た
も
の
を
原
子

力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
孤
立
系
の
条
件
の
下
に
置
く
こ
と
と
し
た
場
合

ハ
　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
核
分
裂
性
輸
送
物
に
係
る
特
別
の
試
験
条
件
の
下
に
置
い
た
も
の
を
原
子

力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
孤
立
系
の
条
件
の
下
に
置
く
こ
と
と
し
た
場
合

ニ
　
当
該
核
分
裂
性
輸
送
物
と
同
一
の
も
の
で
あ
つ
て
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
核
分
裂
性
輸
送
物
に
係

る
一
般
の
試
験
条
件
の
下
に
置
い
た
も
の
を
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
配
列
系
の
条
件
の
下
で
、
か

つ
、
当
該
核
分
裂
性
輸
送
物
相
互
の
間
が
最
大
の
中
性
子
増
倍
率
（
原
子
核
分
裂
の
連
鎖
反
応
に
お
い
て
、

核
分
裂
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
一
個
の
中
性
子
ご
と
に
、
次
の
核
分
裂
に
よ
つ
て
放
出
さ
れ
る
中
性
子
の
数
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
な
る
よ
う
な
状
態
で
、
当
該
核
分
裂
性
輸
送
物
の
輸
送
制
限
個
数
（
一
箇
所
（
集

合
積
載
し
た
当
該
核
分
裂
性
輸
送
物
が
、
他
の
ど
の
核
分
裂
性
輸
送
物
と
も
六
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
い
る

状
態
を
い
う
。
）
に
集
合
積
載
す
る
核
分
裂
性
輸
送
物
の
個
数
の
限
度
と
し
て
定
め
ら
れ
る
数
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
の
五
倍
に
相
当
す
る
個
数
積
載
す
る
こ
と
と
し
た
場
合

ホ
　
当
該
核
分
裂
性
輸
送
物
と
同
一
の
も
の
で
あ
つ
て
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
核
分
裂
性
輸
送
物
に
係

る
特
別
の
試
験
条
件
の
下
に
置
い
た
も
の
を
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
配
列
系
の
条
件
の
下
で
、
か

つ
、
当
該
核
分
裂
性
輸
送
物
相
互
の
間
が
最
大
の
中
性
子
増
倍
率
に
な
る
よ
う
な
状
態
で
、
輸
送
制
限
個
数

の
二
倍
に
相
当
す
る
個
数
積
載
す
る
こ
と
と
し
た
場
合

三
　
摂
氏
零
下
四
十
度
か
ら
摂
氏
三
十
八
度
ま
で
の
周
囲
の
温
度
の
範
囲
に
お
い
て
、
亀
裂
、
破
損
等
の
生
じ
る

お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
運
搬
中
に
予
想
さ
れ
る
最
も
低
い
温
度
が
特
定
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

（
六
ふ
つ
化
ウ
ラ
ン
に
係
る
核
燃
料
輸
送
物
の
技
術
上
の
基
準
）

第
十
二
条
　
六
ふ
つ
化
ウ
ラ
ン
を
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
核
燃
料
輸
送
物
と
し
て
運
搬
す
る
場
合
に
は
、
当
該
六
ふ

つ
化
ウ
ラ
ン
に
係
る
核
燃
料
輸
送
物
は
、
当
該
核
燃
料
輸
送
物
の
経
年
変
化
を
考
慮
し
た
上
で
、
次
に
掲
げ
る
技

術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
六
ふ
つ
化
ウ
ラ
ン
の
容
積
は
、
封
入
又
は
取
出
し
の
時
に
予
想
さ
れ
る
最
高
温
度
に
お
い
て
、
容
器
の

内
容
積
の
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
こ
と
。

二
　
通
常
の
運
搬
状
態
に
お
い
て
、
当
該
六
ふ
つ
化
ウ
ラ
ン
が
固
体
状
で
あ
り
、
か
つ
、
容
器
の
内
部
が
負
圧
と

な
る
よ
う
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

２
　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
量
以
上
の
六
ふ
つ
化
ウ
ラ
ン
が
収
納
さ
れ
て
い
る
核
燃
料
輸
送
物
（
以
下
「
六

ふ
つ
化
ウ
ラ
ン
輸
送
物
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
前
項
の
基
準
に
加
え
、
当
該
六
ふ
つ
化
ウ
ラ
ン
輸
送
物
の

経
年
変
化
を
考
慮
し
た
上
で
、
次
に
掲
げ
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
六
ふ
つ
化
ウ
ラ
ン
輸
送
物
に
係
る
耐
圧
試
験
の
条
件
の
下
に
置
く
こ
と
と
し

た
場
合
に
、
放
射
性
物
質
の
漏
え
い
が
な
く
、
か
つ
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
応
力
が
発
生
し
な
い
こ
と
。

二
　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
六
ふ
つ
化
ウ
ラ
ン
輸
送
物
に
係
る
一
般
の
試
験
条
件
の
下
に
置
く
こ
と
と
し

た
場
合
に
、
放
射
性
物
質
の
漏
え
い
が
な
く
、
か
つ
、
弁
に
損
傷
の
な
い
こ
と
。

三
　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
六
ふ
つ
化
ウ
ラ
ン
輸
送
物
に
係
る
特
別
の
試
験
条
件
の
下
に
置
く
こ
と
と
し

た
場
合
に
、
密
封
装
置
に
破
損
が
な
い
こ
と
。

四
　
安
全
弁
、
逃
が
し
弁
そ
の
他
の
容
器
の
内
部
の
流
体
の
排
出
に
よ
る
過
圧
防
止
効
果
を
有
す
る
装
置
を
備
え

な
い
こ
と
。

３
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

め
る
基
準
を
も
つ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
前
項
第
一
号
に
定
め
る
基
準
　
同
号
の
耐
圧
試
験
の
代
替
試
験
と
し
て
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
試
験

条
件
の
下
に
置
く
こ
と
と
し
た
場
合
に
、
放
射
性
物
質
の
漏
え
い
が
な
く
、
か
つ
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
応
力

が
発
生
し
な
い
こ
と
。

二
　
前
項
第
三
号
に
定
め
る
基
準
　
重
量
九
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
六
ふ
つ
化
ウ
ラ
ン
を
収
納
す
る
場
合
に
は
、

原
子
力
規
制
委
員
会
が
適
当
と
認
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（
核
燃
料
輸
送
物
と
し
な
い
で
運
搬
で
き
る
低
比
放
射
性
物
質
及
び
表
面
汚
染
物
の
運
搬
）

第
十
三
条
　
次
に
掲
げ
る
低
比
放
射
性
物
質
及
び
表
面
汚
染
物
は
、
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項

及
び
第
二
項
に
定
め
る
核
燃
料
輸
送
物
と
し
な
い
で
運
搬
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
低
比
放
射
性
物
質
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の

イ
　
通
常
の
運
搬
状
態
に
お
い
て
、
放
射
性
物
質
が
容
易
に
飛
散
し
、
又
は
漏
え
い
し
な
い
よ
う
な
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
専
用
積
載
と
し
て
運
搬
す
る
こ
と
。

二
　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
表
面
汚
染
物
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の

イ
　
前
号
イ
に
掲
げ
る
要
件

ロ
　
専
用
積
載
と
し
て
運
搬
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
が
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定

め
る
密
度
を
超
え
な
い
も
の
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
特
別
措
置
に
よ
る
運
搬
）

第
十
四
条
　
第
三
条
又
は
前
条
の
規
定
に
従
つ
て
運
搬
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
で
あ
つ
て
、
安
全
な
運
搬

を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
採
り
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
ら
な
い
で
運
搬
し
て
も
安
全
上
支
障
が

な
い
旨
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
ら
な
い
で
運
搬
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
運
搬
す
る
物
の
最
大
線
量
当
量
率
は
、
表
面
に
お
い
て
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

毎
時
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

（
特
定
核
燃
料
物
質
の
運
搬
）

第
十
五
条
　
第
三
条
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
運
搬
す
る
核
燃
料
物
質
で
あ
つ
て
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及

び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
四
十
七
条
に
規
定
す
る
特
定
核
燃
料
物

質
を
運
搬
す
る
場
合
に
は
、
当
該
特
定
核
燃
料
物
質
を
収
納
す
る
容
器
に
施
錠
及
び
封
印
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
容
易
に
開
封
さ
れ
な
い
構
造
の
容
器
を
用
い
る
等
施
錠
及
び
封
印
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講
じ
た

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
特
定
核
燃
料
物
質
の
運
搬
に
係
る
情
報
の
管
理
）

第
十
六
条
　
前
条
に
基
づ
き
講
ず
る
措
置
の
う
ち
、
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
詳

細
な
事
項
は
、
当
該
事
項
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
以
外
の
者
に
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
管
理

す
る
こ
と
と
す
る
。

（
簡
易
運
搬
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
十
七
条
　
法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
（
簡
易
運
搬
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）
は
、
第
三
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
第
三
条
、
第
十
三
条
又
は
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
運
搬
さ
れ
る
核
燃
料
物
質
等
（
以
下
「
運
搬
物
」
と
い

う
。
）
を
積
載
し
、
又
は
収
納
し
た
運
搬
機
械
又
は
器
具
（
簡
易
運
搬
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
運
搬
機
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器
」
と
い
う
。
）
の
表
面
に
お
け
る
最
大
線
量
当
量
率
が
二
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
を
超
え
ず
、
か
つ
、
表
面

か
ら
一
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
に
お
け
る
最
大
線
量
当
量
率
が
百
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
を
超
え
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
。

二
　
運
搬
物
の
運
搬
機
器
へ
の
積
付
け
は
、
運
搬
中
に
お
い
て
移
動
し
、
転
倒
し
、
又
は
転
落
す
る
お
そ
れ
が
な

い
よ
う
に
行
う
こ
と
。

三
　
運
搬
物
は
、
同
一
の
運
搬
機
器
に
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
危
険
物
と
混
載
し
な
い
こ
と
。

四
　
二
以
上
の
運
搬
物
（
そ
の
表
面
に
お
け
る
最
大
線
量
当
量
率
が
五
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
を
超
え
る
も

の
及
び
第
十
一
条
の
基
準
に
適
合
す
る
核
分
裂
性
輸
送
物
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
一
の

運
搬
機
器
に
積
載
し
、
又
は
収
納
し
て
運
搬
す
る
場
合
は
、
放
射
線
障
害
防
止
及
び
臨
界
防
止
の
た
め
、
原
子

力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
積
載
し
、
又
は
収
納
す
る
運
搬
物
の
個
数
を
制
限
す
る
こ

と
。

五
　
運
搬
物
（
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
Ｌ
型
輸
送
物
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
運
搬
す
る

場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ
　
当
該
運
搬
物
の
運
搬
に
従
事
す
る
者
は
、
運
搬
物
の
取
扱
方
法
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
措
置
そ
の
他

の
運
搬
に
関
し
留
意
す
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
携
行
し
、
運
搬
を
終
了
し
た
日
か
ら
一
年
間
こ
れ
を

保
存
す
る
こ
と
。

ロ
　
当
該
運
搬
物
の
運
搬
に
従
事
す
る
者
は
、
消
火
器
、
放
射
線
測
定
器
、
保
護
具
そ
の
他
の
事
故
が
発
生
し

た
場
合
に
必
要
な
器
具
、
装
置
等
を
携
行
す
る
こ
と
。

ハ
　
人
の
通
常
立
ち
入
る
場
所
に
お
い
て
は
、
運
搬
物
又
は
運
搬
機
器
を
置
き
、
又
は
運
搬
物
の
積
込
み
、
取

卸
し
等
の
取
扱
い
を
行
わ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
縄
張
、
標
識
の
設
置
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

六
　
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
Ｂ
Ｍ
型
輸
送
物
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ
　
法
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
の
核
燃
料
取
扱
主
任
者
免
状
若
し
く
は
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
原
子
炉
主

任
技
術
者
免
状
を
有
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
を
同
行
さ
せ
、
及
び
積
込

み
、
取
卸
し
等
に
立
ち
会
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
核
燃
料
物
質
等
の
放
射
線
管
理
、
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬

に
従
事
す
る
者
の
被
ば
く
管
理
そ
の
他
核
燃
料
物
質
等
の
保
安
の
た
め
に
必
要
な
監
督
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

ロ
　
交
通
が
混
雑
す
る
時
間
及
び
経
路
を
避
け
る
こ
と
。

七
　
運
搬
物
に
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
標
識
の
取
付
け
又
は
表
示
を
す
る
こ
と
。

八
　
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
が
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

（
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
に
係
る
品
質
管
理
等
の
措
置
）

第
十
七
条
の
二
　
第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
に
基
づ
き
講
ず
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
品
質
管
理
の
方
法
及
び
そ
の
実
施

に
係
る
組
織
（
以
下
「
品
質
管
理
の
方
法
等
」
と
い
う
。
）
を
整
備
し
、
及
び
記
録
を
保
存
す
る
と
と
も
に
、
運

搬
前
に
こ
れ
ら
の
措
置
の
実
施
状
況
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
確
認
を
要
す
る
核
燃
料
物
質
等
）

第
十
八
条
　
令
第
四
十
八
条
の
表
第
一
号
イ
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
核
燃
料
物
質
等
は
、
第
三
条
第

一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
核
燃
料
物
質
等
（
同
条
第
二
項
及
び
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
運
搬
さ
れ
る
も
の
を
除

く
。
）
及
び
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
六
ふ
つ
化
ウ
ラ
ン
と
す
る
。

２
　
令
第
四
十
八
条
の
表
第
一
号
ロ
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
核
燃
料
物
質
は
、
核
分
裂
性
物
質
（
原

子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

（
確
認
を
要
し
な
い
場
合
）

第
十
八
条
の
二
　
令
第
四
十
八
条
の
表
第
二
号
ロ
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
固
型
化
さ

れ
、
又
は
容
器
に
封
入
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
核
燃
料
物
質
等
で
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
も
の
を
封
入
（
圧
縮
し
て

封
入
す
る
場
合
に
限
る
。
）
し
、
又
は
固
型
化
し
た
容
器
に
内
包
さ
れ
て
い
る
場
合
と
す
る
。

（
運
搬
に
関
す
る
確
認
の
申
請
）

第
十
九
条
　
法
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
運
搬
に
関
す
る
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
令
第
四
十

八
条
の
表
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
別
記
様
式
第
一
（
簡
易
運
搬
に
係
る
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
別
記
様
式
第
二
）
に
よ
る
確
認
申
請
書
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
、
同
表
第
二
号
に
該
当

す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
別
記
様
式
第
一
に
よ
る
確
認
申
請
書
に
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る

書
類
並
び
に
特
定
核
燃
料
物
質
を
収
納
す
る
容
器
に
つ
い
て
講
じ
ら
れ
る
当
該
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の
た
め

の
措
置
に
関
す
る
説
明
書
を
添
え
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
運
搬
す
る
核
燃
料
物
質
等
に
関
す
る
説
明
書

二
　
前
号
の
核
燃
料
物
質
等
を
収
納
す
る
容
器
（
以
下
「
輸
送
容
器
」
と
い
う
。
）
の
構
造
及
び
材
質
（
以
下
「
輸

送
容
器
の
設
計
」
と
い
う
。
）
並
び
に
当
該
核
燃
料
物
質
等
を
当
該
輸
送
容
器
に
収
納
し
た
場
合
の
核
燃
料
輸

送
物
の
安
全
性
に
関
す
る
説
明
書

三
　
輸
送
容
器
の
製
作
の
方
法
に
関
す
る
説
明
書

四
　
輸
送
容
器
が
第
二
号
の
輸
送
容
器
の
設
計
及
び
前
号
の
輸
送
容
器
の
製
作
の
方
法
に
従
つ
て
製
作
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
示
す
説
明
書

五
　
輸
送
容
器
が
第
二
号
の
輸
送
容
器
の
設
計
及
び
第
三
号
の
輸
送
容
器
の
製
作
の
方
法
に
適
合
す
る
よ
う
維
持

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
説
明
書

六
　
核
燃
料
輸
送
物
の
発
送
前
の
点
検
に
関
す
る
説
明
書

七
　
簡
易
運
搬
に
あ
つ
て
は
、
核
燃
料
輸
送
物
の
運
搬
方
法
及
び
そ
の
安
全
性
に
関
す
る
説
明
書

八
　
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
に
係
る
品
質
管
理
の
方
法
等
に
関
す
る
説
明
書

２
　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
危
険
物
船
舶
運
送
及
び
貯
蔵
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
運
輸
省
令
第
三

十
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
の
確
認
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
が
提
出
さ
れ

て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
書
類
の
提
出
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
法
第
五
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
承

認
を
受
け
た
輸
送
容
器
を
使
用
し
て
核
燃
料
物
質
等
を
運
搬
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
書
類
の
提
出
を
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
第
一
項
の
確
認
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す
る
。

（
運
搬
確
認
証
）

第
二
十
条
　
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
法
第
二
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
原
子
力
規
制
検
査
（
法
第
六
十
四
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
原
子
力
施
設
に
あ
つ
て
は
、
法
第
六
十
四
条
の
三
第
七
項
の
検
査
）
又
は
個
別
の
確
認

に
よ
り
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
係
る
運
搬
に
関
す
る
措
置
が
第
三
条
か
ら
第
十
七
条
の
二
ま
で
に

定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
確
認
を
し
た
と
き
は
、
運
搬
確
認
証
を
交
付
す
る
。

（
容
器
承
認
の
申
請
）

第
二
十
一
条
　
法
第
五
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
輸
送
容
器
に
つ
い
て
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別

記
様
式
第
三
に
よ
る
容
器
承
認
申
請
書
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
輸
送
容
器
で
運
搬
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
核
燃
料
物
質
等
に
関
す
る
説
明
書

二
　
当
該
輸
送
容
器
の
設
計
及
び
前
号
の
核
燃
料
物
質
等
を
当
該
輸
送
容
器
に
収
納
し
た
場
合
の
核
燃
料
輸
送
物

の
安
全
性
に
関
す
る
説
明
書

三
　
当
該
輸
送
容
器
の
製
作
の
方
法
に
関
す
る
説
明
書

四
　
当
該
輸
送
容
器
が
第
二
号
の
輸
送
容
器
の
設
計
及
び
前
号
の
輸
送
容
器
の
製
作
の
方
法
に
従
つ
て
製
作
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
示
す
説
明
書

五
　
当
該
輸
送
容
器
が
第
二
号
の
輸
送
容
器
の
設
計
及
び
第
三
号
の
輸
送
容
器
の
製
作
の
方
法
に
適
合
す
る
よ
う

維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
説
明
書

六
　
当
該
輸
送
容
器
に
係
る
品
質
管
理
の
方
法
等
に
関
す
る
説
明
書

２
　
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
輸
送
容
器
の
設

計
及
び
同
項
第
一
号
の
核
燃
料
物
質
等
を
当
該
輸
送
容
器
に
収
納
し
た
場
合
の
核
燃
料
輸
送
物
の
安
全
性
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
当
該
輸
送
物
が
第
三
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
及
び
第
十
四
条
に
定
め
る
技
術
上
の
基
準
（
設
計

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
適
合
す
る
と
原
子
力
規
制
委
員
会
が
認
め
る
場
合
は
、
当
該
書
類
の
提
出
を
省
略
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
第
一
項
の
容
器
承
認
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す
る
。
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（
容
器
承
認
書
）

第
二
十
二
条
　
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
係
る
輸
送
容
器
が
第
三
条
か
ら
第
十

二
条
ま
で
及
び
第
十
四
条
に
定
め
る
技
術
上
の
基
準
（
容
器
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
確
認
を
し
た
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
容
器
承
認
書
を
交
付
す
る
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
輸
送
容
器
の
名
称

三
　
輸
送
容
器
の
外
形
寸
法
及
び
重
量

四
　
核
燃
料
輸
送
物
の
種
類

五
　
収
納
す
る
核
燃
料
物
質
等
の
種
類
、
性
状
、
重
量
及
び
放
射
能
の
量

六
　
承
認
容
器
登
録
番
号

七
　
承
認
容
器
と
し
て
使
用
す
る
期
間

八
　
輸
送
容
器
の
保
守
及
び
核
燃
料
輸
送
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
項

九
　
そ
の
他
特
記
事
項

（
承
認
容
器
と
し
て
使
用
す
る
期
間
の
更
新
）

第
二
十
三
条
　
前
条
の
規
定
に
よ
り
容
器
承
認
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
輸
送
容
器
が
当
該
輸
送
容
器
の
設

計
及
び
製
作
の
方
法
に
適
合
す
る
よ
う
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
、
承
認
容
器
と
し
て
使
用
す
る
期
間
の

更
新
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
四
に
よ
る
承
認
容
器
使
用
期
間
更
新
申
請
書
に
、
当
該

輸
送
容
器
が
当
該
輸
送
容
器
の
設
計
及
び
製
作
の
方
法
に
適
合
す
る
よ
う
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
説
明
書

及
び
当
該
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
承
認
容
器
に
係
る
容
器
承
認
書
を
添
え
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
更
新
を
し
た
と
き
は
、
容
器
承
認
書
を
書
き
換
え
て
交
付
す
る

も
の
と
す
る
。

４
　
第
二
項
の
承
認
容
器
使
用
期
間
更
新
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す
る
。

（
容
器
承
認
書
の
変
更
の
届
出
等
）

第
二
十
四
条
　
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
容
器
承
認
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を

変
更
し
た
と
き
は
、
変
更
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
別
記
様
式
第
五
に
よ
る
容
器
承
認
書
記
載
事
項
変
更
届
出

書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
容
器
承
認
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
承
認
を
受
け
た
輸
送
容
器
の
全
部
の
使
用

を
廃
止
し
た
と
き
は
、
廃
止
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
別
記
様
式
第
六
に
よ
る
承
認
容
器
廃
止
届
出
書
に
当
該

容
器
承
認
書
を
添
え
て
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
容
器
承
認
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
承
認
を
受
け
た
輸
送
容
器
の
一
部
の
使
用

を
廃
止
し
た
と
き
は
、
廃
止
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
別
記
様
式
第
七
に
よ
る
承
認
容
器
一
部
廃
止
届
出
書
に

当
該
容
器
承
認
書
を
添
え
て
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
、
そ
の
書
換
え
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
三
項
の
届
出
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す
る
。

（
事
故
故
障
等
の
報
告
）

第
二
十
五
条
　
法
第
六
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
五
十
七
条
の
八
に
規
定
す
る
原
子
力
事
業
者
等
（
次
条

に
お
い
て
単
に
「
原
子
力
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
は
、
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
直
ち
に
、
そ
の
状
況
及
び
そ
れ
に
対
す
る
処
置
を
遅
滞
な
く
、
原
子
力
規

制
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
核
燃
料
物
質
の
盗
取
又
は
所
在
不
明
が
生
じ
た
と
き
。

二
　
核
燃
料
物
質
等
が
異
常
に
漏
え
い
し
た
と
き
。

三
　
前
二
号
の
ほ
か
、
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
に
関
し
人
の
障
害
（
放
射
線
障
害
以
外
の
障
害
で
あ
つ
て
軽
微
な

も
の
を
除
く
。
）
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

（
危
険
時
の
措
置
）

第
二
十
六
条
　
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
原
子
力
事
業
者
等
及
び
原
子
力
事
業
者
等
か
ら
運
搬
を
委

託
さ
れ
た
者
は
、
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
応
急

の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
核
燃
料
輸
送
物
に
火
災
が
起
こ
り
、
又
は
核
燃
料
輸
送
物
に
延
焼
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
火
災
が
起
こ
つ
た
場

合
は
、
火
災
の
消
火
又
は
延
焼
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
消
防
吏
員
に
通
報
す
る
こ

と
。

二
　
核
燃
料
輸
送
物
を
他
の
場
所
に
移
す
余
裕
が
あ
る
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
こ
れ
を
安
全
な
場
所
に
移

し
、
関
係
者
以
外
の
者
の
立
入
り
を
禁
止
す
る
こ
と
。

三
　
放
射
線
障
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
運
搬
に
従
事
す
る
者
及
び
付
近
に
い
る
者

に
避
難
す
る
よ
う
警
告
す
る
こ
と
。

四
　
核
燃
料
物
質
等
に
よ
る
汚
染
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
汚
染
の
広
が
り
の
防
止
及
び
汚
染
の
除
去

を
行
う
こ
と
。

五
　
放
射
線
障
害
を
受
け
た
者
又
は
受
け
た
お
そ
れ
の
あ
る
者
が
い
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
者
を
救
出

し
、
避
難
さ
せ
る
等
緊
急
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

六
　
そ
の
他
放
射
線
障
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

２
　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
緊
急
作
業
を
行
う
場
合
に
は
、
第
十
七
条
第
八
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
放
射
線
業
務

従
事
者
（
女
子
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
及
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
原
子
力
事
業
者
等
及

び
原
子
力
事
業
者
等
か
ら
運
搬
を
委
託
さ
れ
た
者
に
書
面
で
申
し
出
た
者
に
限
る
。
）
を
そ
の
線
量
当
量
が
原
子

力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量
限
度
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
緊
急
作
業
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間
、
緊

急
作
業
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
緊
急
作
業
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
放
射
線
業
務
従
事
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
緊
急
作
業
時
の
放
射
線
の
生
体
に
与
え
る
影
響
及
び
放
射
線
防
護
措
置
に
つ
い
て
教
育
を
受
け
た
上
で
、
緊

急
作
業
に
従
事
す
る
意
思
が
あ
る
旨
を
原
子
力
事
業
者
等
及
び
原
子
力
事
業
者
等
か
ら
運
搬
を
委
託
さ
れ
た
者

に
書
面
で
申
し
出
た
者
で
あ
る
こ
と
。

二
　
緊
急
作
業
に
つ
い
て
の
訓
練
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
。

三
　
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第

百
五
十
六
号
）
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
原
子
力
防
災
要
員
、
同
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
原
子
力
防

災
管
理
者
又
は
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
副
原
子
力
防
災
管
理
者
で
あ
る
こ
と
。

（
令
別
表
第
一
の
七
十
五
及
び
七
十
七
の
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
核
燃
料
物
質
等
）

第
二
十
七
条
　
令
別
表
第
一
の
七
十
五
及
び
七
十
七
の
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
核
燃
料
物
質
等

は
、
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
六
ふ
つ
化
ウ
ラ
ン
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
府
令
は
、
原
子
力
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
八
十
六
号
）
附
則
第
一

条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
四
年
一
月
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
一
〇
月
二
四
日
総
理
府
令
第
五
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
及
び
放
射
性
同
位
元
素
等
に

よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
四
十
三
号
）
の
施

行
の
日
（
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
一
〇
月
二
四
日
総
理
府
令
第
五
三
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
一
月
二
六
日
総
理
府
令
第
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
一
月
一
三
日
総
理
府
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
七
月
二
六
日
総
理
府
令
第
四
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
府
令
は
、
昭
和
六
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
一
一
月
七
日
総
理
府
令
第
四
七
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
一
一
月
二
四
日
総
理
府
令
第
四
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
六
十
九
号
）
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
昭
和
六
十
三
年
十
一

月
二
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
後
に
開
始
さ
れ
る
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令

第
十
七
条
の
四
の
表
第
二
号
イ
又
は
ロ
の
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
に
つ
い
て
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
改
正
前

の
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則
の
規
定
に
よ
る
確
認
申
請
書
の
提
出

は
、
改
正
後
の
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と

い
う
。
）
の
規
定
に
基
づ
い
て
し
た
も
の
と
み
な
す
。

３
　
前
項
に
規
定
す
る
確
認
申
請
書
の
提
出
を
し
た
者
は
、
こ
の
府
令
の
施
行
後
速
や
か
に
、
新
規
則
別
記
様
式
第

一
の
注
２
に
規
定
す
る
記
載
事
項
の
う
ち
当
該
確
認
申
請
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
科
学
技
術
庁
長
官

（
以
下
「
長
官
」
と
い
う
。
）
に
申
し
出
る
と
と
も
に
、
新
規
則
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
核
燃
料
物
質

を
収
納
す
る
容
器
に
つ
い
て
講
じ
ら
れ
る
当
該
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
説
明
書
を
長

官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
三
月
三
一
日
総
理
府
令
第
一
七
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
一
一
月
二
八
日
総
理
府
令
第
五
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
五
十
九
条
の

二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
承
認
を
受
け
て
い
る
容
器
に
つ
い
て
は
、
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
後
の
核
燃
料
物
質
等

の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
外
運
搬
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
条
か
ら
第

七
条
ま
で
及
び
第
十
一
条
の
規
定
は
、
平
成
五
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
し
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
前
の
外
運
搬
規
則
の
規
定
に
よ
る
第
一
種
核
分
裂
性
輸

送
物
、
第
二
種
核
分
裂
性
輸
送
物
又
は
第
三
種
核
分
裂
性
輸
送
物
は
、
改
正
後
の
外
運
搬
規
則
の
規
定
に
よ
る
核

分
裂
性
輸
送
物
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
運
搬
さ
れ
て
い
る
核
燃
料
物
質
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
運
搬
が
終
了
す
る
ま
で

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
五
月
二
五
日
総
理
府
令
第
二
七
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
六
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
七
月
一
二
日
総
理
府
令
第
三
九
号
）

こ
の
府
令
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
及
び
放
射
性
同
位
元
素
等
に

よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
八
年
七
月
二
十
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
三
一
日
総
理
府
令
第
八
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
十
年
四
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
二
月
二
四
日
総
理
府
令
第
六
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
一
六
日
総
理
府
令
第
六
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
府
令
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
一
六
日
総
理
府
令
第
六
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
、
第
五
条
、
第
七
条
及
び
第
八
条
の
改
正
規
定

（
「
２
０
万
円
」
を
「
３
０
万
円
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の

規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
二

年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日
総
理
府
令
第
一
一
八
号
）

こ
の
府
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
二
月
二
六
日
総
理
府
令
第
一
五
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
六
月
一
五
日
文
部
科
学
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
五
十
九
条
の

二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
承
認
を
受
け
て
い
る
容
器
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
核
燃
料
物
質
等

の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則
第
四
条
か
ら
第
七
条
ま
で
、
第
十
一
条
及
び
第
十
一
条

の
二
の
規
定
は
、
平
成
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
し
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
運
搬
さ
れ
て
い
る
核
燃
料
物
質
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
運
搬
が
終
了
す
る
ま
で

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
一
七
日
文
部
科
学
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
気
事
業
法
及
び
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
五
年
三
月
十
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
九
月
二
四
日
文
部
科
学
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
四
日
文
部
科
学
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
二
月
二
四
日
文
部
科
学
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
一
一
月
二
四
日
文
部
科
学
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
運
搬
さ
れ
て
い
る
核
燃
料
物
質
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
運
搬
が
終
了
す
る
ま
で

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
二
月
二
六
日
文
部
科
学
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お

け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則
第
十
六
条
第
一
項
、
第
十
七
条
の
二
第
一
項
又
は
第
十
七
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
さ
れ
て
い
る
申
請
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お

け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則
第
十
九
条
第
一
項
、
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
さ

れ
て
い
る
申
請
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
三
月
二
八
日
文
部
科
学
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
四
月
一
五
日
文
部
科
学
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
三
号
）
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こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
二
月
一
日
文
部
科
学
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
改
正
前
の
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す

る
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
申
請
に
つ
い

て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則

（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
旧
規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
十
三
条
第
二
項
又
は
平
成
二
年
科
学

技
術
庁
告
示
第
五
号
（
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
に
係

る
細
目
等
を
定
め
る
告
示
）
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
申
請
に
つ
い
て
は
、
当

該
申
請
に
係
る
容
器
承
認
書
の
承
認
容
器
と
し
て
使
用
す
る
期
間
又
は
核
燃
料
輸
送
物
設
計
承
認
書
の
有
効
期
間

ま
で
は
、
新
規
則
第
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
九
月
一
四
日
文
部
科
学
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
九
月
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
三
月
二
九
日
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
六
月
二
八
日
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
。
以
下
「
設
置
法
」
と

い
う
。
）
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
七
月
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
二
月
六
日
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
一
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
。
以
下
「
設
置
法
」
と

い
う
。
）
附
則
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
八
日
。
以
下
「
施
行
日
」

と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
二
月
二
八
日
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
の
解
散
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年

三
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
二
月
一
〇
日
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
改
正
前
の
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す

る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
総
理
府
令
第
五
十
七
号
）
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
申
請
に
つ
い

て
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則
第

二
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
四
条
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
運
搬
さ
れ
て
い
る
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
等
及
び
放
射
性
同
位
元
素
等

に
つ
い
て
は
、
当
該
運
搬
が
終
了
す
る
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
八
月
三
一
日
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
六
号
）

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
一
八
日
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
運
搬
さ
れ
て
い
る
核
燃
料
物
質
で
あ
っ
て
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及

び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
第
四
十
七
条
に
規
定
す
る

特
定
核
燃
料
物
質
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け

る
運
搬
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
総
理
府
令
第
五
十
七
号
）
第
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
運

搬
が
終
了
す
る
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
七
月
五
日
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
七
号
）

こ
の
規
則
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
一
二
月
二
二
日
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
一
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原

子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平

成
三
十
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
三
に
係
る
改
正
規
定
及
び
次
条
の
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
規
則
（
別
表
第
三
に
係
る
改
正
規
定
に
あ
っ
て
は
、
当
該
規
定
）
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ

の
規
則
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
で
あ
っ
て
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
規
則
の
規
定
に

相
当
の
規
定
が
あ
る
も
の
は
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
規
則
の
相
当
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
六
月
八
日
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
六
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
二
号
）

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
七
月
一
日
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
三
号
）
　
抄

こ
の
規
則
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
一
七
日
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原

子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
三
条
の
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
四
月
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
八
条
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
加
工
施
設
若
し
く
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
設
置
の
工
事
に
着
手
し
て
い

る
者
又
は
旧
法
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
三
十
七
条
第
一
項
、
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
一
項
（
研
究
開
発

段
階
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
第
五
十
条
第
一
項
、
第
五
十
一
条
の
十
八
第
一
項
若
し
く
は
第
五

十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
規
定
の
認
可
を
受
け
て
い
る
者
は
、
令
和
二
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
新
法
第

二
十
二
条
第
一
項
、
第
三
十
七
条
第
一
項
、
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
一
項
、
第
四
十
三
条
の
二
十
第
一

項
、
第
五
十
条
第
一
項
、
第
五
十
一
条
の
十
八
第
一
項
又
は
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
安
規
定
の
認
可

又
は
変
更
の
認
可
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
又
は
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の

規
制
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
原
子
力
規

制
委
員
会
関
係
規
則
の
整
備
等
に
関
す
る
規
則
（
令
和
二
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
三
号
）
附
則
第
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
保
安
規
定
の
認
可
又
は
変
更
の
認
可
を
申
請
し
た
者
が
講
ず
る
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お

け
る
核
燃
料
物
質
等
の
廃
棄
及
び
運
搬
に
係
る
保
安
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
は
、
当
該
申
請
に
係
る
認

可
又
は
認
可
の
拒
否
の
処
分
の
あ
っ
た
日
ま
で
の
間
は
、
新
外
廃
棄
規
則
第
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
並

び
に
第
三
条
第
一
項
第
九
号
並
び
に
新
外
運
搬
規
則
第
十
七
条
の
二
及
び
第
十
九
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
（
令
第
四
十
一
条
各
号
に
掲

げ
る
核
燃
料
物
質
を
使
用
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
が
講
ず
る
核
燃
料
物
質
の
使
用
等
並
び
に
工
場
又
は
事
業
所

の
外
に
お
け
る
核
燃
料
物
質
等
の
廃
棄
及
び
運
搬
に
係
る
保
安
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
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九
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、
新
核
燃
料
物
質
使
用
規
則
第
二
条
の
十
一
の
三
か
ら
第
二
条
の
十
一
の
十
二
ま
で
並

び
に
新
外
廃
棄
規
則
第
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
三
条
第
一
項
第
九
号
並
び
に
新
外
運
搬
規
則

第
十
七
条
の
二
及
び
第
十
九
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
新
法
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
原
子
力
事
業
者
等
か
ら
運
搬
を
委
託
さ
れ
た
者
が
講
ず
る
工
場
又
は

事
業
所
の
外
に
お
け
る
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
に
係
る
保
安
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
九

月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、
新
外
運
搬
規
則
第
十
七
条
の
二
及
び
第
十
九
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
前
三
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
新
外
廃
棄
規
則
第
五
条
及
び
新

外
運
搬
規
則
第
二
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
外
廃
棄
規
則
第
五
条
中
「
第
二
条
第
一
項
第
三
号
か
ら

第
八
号
ま
で
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、

核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
試
験
研
究

用
等
原
子
炉
施
設
等
に
係
る
原
子
力
規
制
委
員
会
関
係
規
則
の
整
備
等
に
関
す
る
規
則
（
令
和
二
年
原
子
力
規
制

委
員
会
規
則
第
十
二
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
第
二
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
及
び
第
二
項
」
と
、
新
外

運
搬
規
則
第
二
十
条
中
「
第
十
七
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
七
条
」
と
す
る
。

第
九
条
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
旧
外
運
搬
規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
さ
れ
て
い
る
申
請
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
外
運
搬
規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
申
請
と
み
な
す
。

（
定
義
）

第
十
六
条
　
こ
の
附
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
旧
法
　
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規

制
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質

及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
を
い
う
。

二
　
新
法
　
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規

制
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質

及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
を
い
う
。

三
か
ら
十
一
ま
で
　
略

十
二
　
旧
外
運
搬
規
則
　
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬

に
関
す
る
規
則
を
い
う
。

十
三
　
新
外
運
搬
規
則
　
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬

に
関
す
る
規
則
を
い
う
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
一
七
日
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
さ
れ
た
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第

五
十
九
条
第
二
項
の
確
認
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は

事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則
第
二
十
一
条
第
二
項
の
承
認
（
承
認
の
更
新
を
含
む
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
申
請
で
あ
っ
て
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
確
認
又
は
承
認
を
す
る
か
ど
う
か
の
処
分
が
さ

れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
五
条
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
運
搬
さ
れ
て
い
る
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
等
及
び
放
射
性
同
位
元
素
等

に
つ
い
て
は
、
当
該
運
搬
が
終
了
す
る
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
三
〇
日
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
規
則
の
施
行
前
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
の
設
置
、
運
転

等
に
関
す
る
規
則
第
十
六
条
の
十
四
各
号
、
核
燃
料
物
質
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則
第
六
条
の
十
各
号
、
核
原
料

物
質
又
は
核
燃
料
物
質
の
製
錬
の
事
業
に
関
す
る
規
則
第
七
条
の
七
各
号
、
核
燃
料
物
質
の
加
工
の
事
業
に
関
す

る
規
則
第
九
条
の
十
六
各
号
、
核
原
料
物
質
の
使
用
に
関
す
る
規
則
第
五
条
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
各
号
、
使

用
済
燃
料
の
再
処
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
第
十
九
条
の
十
六
各
号
、
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外

に
お
け
る
廃
棄
に
関
す
る
規
則
第
五
条
の
二
各
号
、
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に

関
す
る
規
則
第
二
十
五
条
各
号
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
第
百
三
十
四
条
各
号
、

船
舶
に
設
置
す
る
原
子
炉
（
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
第
三
十

五
条
各
号
、
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
二
種
廃
棄
物
埋
設
の
事
業
に
関
す
る

規
則
第
二
十
二
条
の
十
七
各
号
、
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
廃
棄
物
管
理
の
事

業
に
関
す
る
規
則
第
三
十
五
条
の
十
六
各
号
、
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
の
事
業
に
関
す
る
規
則
第
四
十
三
条
の
十
三

各
号
、
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
第
百
二
十
九
条
各
号
並
び
に
核
燃
料
物

質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
の
事
業
に
関
す
る
規
則
第
八
十
九
条
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
と
き
に
お
け
る
報
告
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
七
日
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別
記
様
式
第
１
（
第
１
９
条
関
係
）

別記様式第1（第19条関係）（平26原子規1・全改、平29原子規17・令元原子規2・令元原子規3・一部改正）車両運搬確認申請書番号年月日原子力規制委員会殿住所氏名（法人にあつては、その名称及び代表者の氏名）核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第59条第2項及び核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する規則第19条第1項の規定により車両運搬の確認を申請します。原子力事業者等の区分（注1）運搬しようとする核燃料物質等の種類、性状及び量（注2）運搬の目的（注3）運搬予定時期核燃料輸送物の種類（注4）核燃料輸送物の総重量（注5）重量（注5）収納する核燃料物質等放射能の量（注6）名称及び個数承認容器登録番号核燃料輸送物に関する説明（注8）容器承認書の年月日及使用する輸送容び番号（注8）器（注7）承認容器として使用する期間（注8）外形寸法（注9）重量（注5）核分裂性輸送物にあつては輸送制限個数積載方法又は混載の別注1法第57条の8に規定する原子力事業者等（以下「原子力事業者等」という。）又は原子力事業者等から運搬を委託された者の別を記載すること。運搬を委託された者にあつては、委託者の名称及び原子力事業者等の区分を併記すること。2次のイからニにより記載すること。イ種類については金属ウラン、二酸化ウラン、六ふつ化ウラン、二酸化プルトニウム、新燃料集合体（二酸化ウラン燃料）、新燃料集合体（ウラン・プルトニウム混合酸化物燃料）、使用済燃料、試験片等の別を記載し、ウランにあつては濃縮度を、プルトニウムにあつては核分裂性プルトニウム同位体濃度を、ウラン・プルトニウム混合酸化物燃料にあつては核分裂性プルトニウム富化度を、使用済燃料にあつてはその表面から1メートルの距離における空気吸収線量率（照射された天然ウラン、劣化ウラン、トリウム及び濃縮度10％未満のウランについては、照射直後の空気吸収線量率）が1グレイ毎時を超えるかどうかを、また使用済燃料でその被覆材からの放射性物質の漏えいが認められるものにあつてはその旨を併記すること。ロ濃縮度及び核分裂性プルトニウム富化度については、使用済燃料及び照射済試料にあつては初期値を記載すること。ハ性状については物理的・化学的形態を記載すること。ニ量については総量及びウラン233、ウラン235、プルトニウム239、プルトニウム241等について該当するものの量をトン又はキログラム単位で記載すること。3当該運搬に係る出発地及び目的地の工場又は事業所の名称及び所在地を併せて記載すること。4A型輸送物、BM型輸送物、BU型輸送物等の核燃料輸送物の種類並びに核分裂性輸送物及び六ふつ化ウラン輸送物にあつてはその旨を記載すること。5トン又はキログラム単位で記載すること。6総量及び主要な核種ごとの量をベクレル単位で記載すること。7輸送容器の概略を示す鮮明で複写可能な図面を添付すること。8承認容器を使用する場合には記載すること。9センチメートル又はメートル単位で記載すること。備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。
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別
記
様
式
第
２
（
第
１
９
条
関
係
）

別記様式第2（第19条関係）（平26原子規1・全改、平29原子規17・令元原子規2・令元原子規3・一部改正）簡易運搬確認申請書番号年月日原子力規制委員会殿住所氏名（法人にあつては、その名称及び代表者の氏名）核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第59条第2項及び核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する規則第19条第1項の規定により簡易運搬の確認を申請します。原子力事業者等の区分（注1）運搬しようとする核燃料物質等の種類、性状及び量（注2）運搬の目的（注3）運搬予定時期核燃料輸送物の種類（注4）核燃料輸送物の総重量（注5）重量（注5）収納する核燃料物質等放射能の量（注6）名称及び個数承認容器登録番号（注8）核燃料輸送物に関する説明容器承認書の年月日及使用する輸送容び番号（注8）器（注7）承認容器として使用する期間（注8）外形寸法（注9）重量（注5）核分裂性輸送物にあつては輸送制限個数使用する運搬機器の種類（注10）積載方法又は混載の別運搬方法に関する運搬機器への積付け方法（注11）説明携行する書面及び携行器具等注1法第57条の8に規定する原子力事業者等（以下「原子力事業者等」という。）又は原子力事業者等から運搬を委託された者の別を記載すること。運搬を委託された者にあつては、委託者の名称及び原子力事業者等の区分を併記すること。2次のイからニにより記載すること。イ種類については金属ウラン、二酸化ウラン、六ふつ化ウラン、二酸化プルトニウム、新燃料集合体（二酸化ウラン燃料）、新燃料集合体（ウラン・プルトニウム混合酸化物燃料）、使用済燃料、試験片等の別を記載し、ウランにあつては濃縮度を、プルトニウムにあつては核分裂性プルトニウム同位体濃度を、ウラン・プルトニウム混合酸化物燃料にあつては核分裂性プルトニウム富化度を、使用済燃料でその被覆材からの放射性物質の漏えいが認められるものにあつてはその旨を併記すること。ロ濃縮度及び核分裂性プルトニウム富化度については、使用済燃料及び照射済試料にあつては初期値を記載すること。ハ性状については物理的・化学的形態を記載すること。ニ量についてはトン又はキログラム単位で記載すること。3当該運搬に係る出発地及び目的地の工場又は事業所の名称及び所在地を併せて記載すること。4A型輸送物、BM型輸送物、BU型輸送物等の核燃料輸送物の種類並びに核分裂性輸送物及び六ふつ化ウラン輸送物にあつてはその旨を記載すること。5トン又はキログラム単位で記載すること。6総量及び主要な核種ごとの量をベクレル単位で記載すること。7輸送容器の概略を示す鮮明で複写可能な図面を添付すること。8承認容器を使用する場合には記載すること。9センチメートル又はメートル単位で記載すること。10台車等具体的に記載すること。11積付け後の状態を示す説明図を添付すること。備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。
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別
記
様
式
第
３
（
第
２
１
条
関
係
）

別記様式第3（第21条関係）（平18文科経産国交令1・全改、平24文科経産国交令1・令元原子規2・令元原子規3・令2原子規20・一部改正）容器承認申請書番号年月日原子力規制委員会殿住所氏名（法人にあつては、その名称及び代表者の氏名）核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第59条第3項及び核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する規則第21条第1項の規定により、下記のとおり申請します。記1輸送容器の名称2輸送容器の外形寸法及び重量（注1）3核燃料輸送物の種類（注2）4収納する核燃料物質等の種類、性状、重量及び放射能の量（注3）5承認を受けようとする容器の製造番号その他の当該容器と他の容器を区別するための番号6承認容器として使用することを予定している期間7その他特記事項注1寸法についてはセンチメートル又はメートル単位、重量についてはトン又はキログラム単位で記載し、併せて輸送容器の略を示す鮮明で複写可能な図面を添付すること。2A型輸送物、BM型輸送物、BU型輸送物等の核燃料輸送物の種類並びに核分裂性輸送物及び六ふつ化ウラン輸送物にあつてはその旨を記載すること。3次のイからホにより記載すること。イ種類については金属ウラン、二酸化ウラン、六ふつ化ウラン、二酸化プルトニウム、新燃料集合体（二酸化ウラン燃料）、新燃料集合体（ウラン・プルトニウム混合酸化物燃料）、使用済燃料、試験片等の別を記載し、ウランにあつては濃縮度を、プルトニウムにあつては核分裂性プルトニウム同位体濃度を、ウラン・プルトニウム混合酸化物燃料にあつては核分裂性プルトニウム富化度を、使用済燃料でその被覆材からの放射性物質の漏えいが認められるものの収納が見込まれる場合にあつてはその旨を併記すること。ロ濃縮度及び核分裂性プルトニウム富化度については、使用済燃料及び照射済試料にあつては初期値を記載すること。ハ性状については物理的・化学的形態を記載すること。ニ重量についてはトン又はキログラム単位で記載すること。ホ放射能の量については総量及び主要な核種ごとの量をベクレル単位で記載すること。備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。
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別
記
様
式
第
４
（
第
２
３
条
関
係
）

別記様式第4（第23条関係）（平18文科経産国交令1・全改、平24文科経産国交令1・令元原子規2・令元原子規3・一部改正）承認容器使用期間更新申請書番号年月日原子力規制委員会殿住所氏名（法人にあつては、その名称及び代表者の氏名）核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する規則第23条第2項の規定により下記のとおり申請します。記1輸送容器の名称2承認容器登録番号3容器承認書に記載された期間4更新後に承認容器として使用することを予定している期間5更新の理由備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

別
記
様
式
第
５
（
第
２
４
条
関
係
）

別記様式第5（第24条関係）（平18文科経産国交令1・追加、平24文科経産国交令1・令元原子規2・令元原子規3・一部改正）容器承認書記載事項変更届出書番号年月日原子力規制委員会殿住所氏名（法人にあつては、その名称及び代表者の氏名）核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する規則第24条第1項の規定により、下記のとおり届け出ます。記1輸送容器の名称2承認容器登録番号3変更前4変更後5変更の年月日6変更の理由備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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別
記
様
式
第
６
（
第
２
４
条
関
係
）

別記様式第6（第24条関係）（平18文科経産国交令1・追加、平24文科経産国交令1・令元原子規2・令元原子規3・一部改正）承認容器廃止届出書番号年月日原子力規制委員会殿住所氏名（法人にあつては、その名称及び代表者の氏名）核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する規則第24条第2項の規定により、下記のとおり届け出ます。記1輸送容器の名称2承認容器登録番号3廃止の年月日4廃止の理由備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

別
記
様
式
第
７
（
第
２
４
条
関
係
）

別記様式第7（第24条関係）（平18文科経産国交令1・追加、平24文科経産国交令1・令元原子規2・令元原子規3・一部改正）承認容器一部廃止届出書番号年月日原子力規制委員会殿住所氏名（法人にあつては、その名称及び代表者の氏名）核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する規則第24条第3項の規定により、下記のとおり届け出ます。記1輸送容器の名称2廃止する輸送容器の承認容器登録番号3廃止の年月日4廃止の理由備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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